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１００年の歩み

岐阜県農業技術研究所

それでは、これから１００年の歩みを映像
で追ってみたいと思います。

なつかしい場面も出てくるとおもいます。

ご覧頂きましょう。
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これは、農業技術研究所の１００年の歩み
の概要です。

１９０１年に岐阜県農事試験場が岐阜市
京町において創設されて以来、現在の農業
技術研究所に至る経緯が記載されています。
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創 立 当 時 の 試 験 場

これは現在残っている創立当時の唯一の写
真です。

明治３７年の成績書から引用したもので
すが、岐阜市京町のものか、岐阜市加納に
移転後のものか明確ではありませんが、次
にご覧いただく当時の試験場全図から推察
して加納に移転後のものと思われます。
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農事試験場全図（明治４４年）

本館

これは、明治４４年、岐阜市加納における
試験場の全体図です。

水田面積が最も広くなっていますが、桑
園の面積も広く、当時の農業における米と
養蚕の重要性が伺われます。



5

試験場成績書第１号表紙

これは記念すべき試験場の第１号の成績書
です。

明治３６年（１９０３年）１０月と記さ
れており、試験場創設の１年半後に発刊さ
れています。

内容については次のスライドで若干ふれ
ております。
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第１号成績書緒言

これは、第１号成績書の緒言です。

試験場を開設して間もないので、地力の
均一性に欠けることから正確なデータとは
言えないが、今後試験を継続し、データを
蓄積する中で正確な成績としたい旨が述べ
られています。
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第１号成績書目次

これは、第１号の成績書の目次です。

水稲における品種比較試験、施肥試験、
移植期比較試験、作況試験等の成績目次が
ご覧いただけると思います。
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戦災による焼失前の本館（昭和11年）

これは、加納から現在の又丸に移転した当時
の本館の写真です。この建物は、昭和２０年に
戦災により焼失しました。

高い軒先の立派なものでありました。本館に
向かう進入路は、現在とあまり変わらないよう
に見られます。
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品種試験用水稲の播種・育苗（昭和１０年代）
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これは、昭和１１年の講習所の卒業アルバ
ムにある品種試験用水稲の播種、育苗の風
景です。

数多い品種を１粒１粒播種板を用いて播
種している様子や、多数のラベルが立って
いる苗代を管理している様子が見られます。



10

麦栽培試験

これは、磁器のポットを用いて麦の施肥試
験を実施している様子です。

昭和１０年代においては、麦は重要な作
物であり、栽培試験にも熱が入っていたよ
うです。


